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.はじめに

第41回日本神経化学・第21岡日本神経科学合同大会

ご案内と演題募集

さてこの度、日本の脳神経研究の中心となって、その発展に寄与している 2つの学会一日

本神経化学会と日本神経科学学会ーが初めての試みとして、合同で大会を開催する運びにな

りました。

過去、別々に開催され、それぞれの慣例に従いプログラムを構成し、演題募集を行ってお

りましたが、こうした新しい試みにより、特別講演及びシンポジウムが両学会の共催で企画

され、同時に合同のミニシンポジウム、ポスターセッションを行うことになります。

本大会では、一般演題はすべてポスター発表とさせていただきました。その分シンポジウ

ム、ミニシンポジウムを合わせて20以上開き、幅広い分野をカバーするようにいたしました。

これにより、いずれか一方の大会にご登録いただくだけで、両大会のすべての学術プログ

ラムをご覧頂ける事となりました。また、大会当日、会場で参照されるのが便利なように、

いずれの学会の和文抄録集にもすべての演題が掲載される予定です。一方で和文及び英文の

抄録集の作成・配布につきましては、従来の各学会の方針を踏襲する事により、各会員の

方々にできるだけスムーズに受け入れていただけるように配慮いたしましたO このため、演

題申込み方法、形式が従来の方針と若干異なり、ご迷惑をおかけする事になります。以下の

演題申込み方法をよくお読みのうえ、お申し込みいただくようお願い申し上げます。

本大会では 9月22日夕方に会場で懇親会を予定しております。両学会の会員の皆様の新た

なる出会いや交流の場となれば幸いですので、奮ってご参加願います。

園会 期

平成10年9月21日(月)、 22日(火)、 23日(水・祝)

国会 場

東京ビッグサイト

干135-0063 東京都江東区有明3-21・1 Tel: 03・5530-1111

-大会構成

一般演題(ポスタ一発表)

一般演題発表は、全てポスター発表で行うこととします。

ポスター発表は 9月21日、 22日、 23日それぞれ掲示は各1日、討論時間は十分にとる予定

をしています。



ミニシンポジウム (15枠、各2時間)

l.小胞輸送と伝達物質放出

2.プログラム細胞死の分子機構
3.興奮性アミノ酸と中枢神経系疾患

4.神経系における情報伝達

5.中枢神経系パターン形成のダイナミズム

6.運動発現の中枢機構

7.分子神経科学方法論のCuttingedge 

8. システム神経科学方法論のCuttingedge 

9. グリア細胞による神経伝達調節機構

10.軸策ガイダンスにおける成長円錐運動の分子機構

11.神経系のトランスポーターと疾患

12.初期視覚の生理、心理物理、計算論一文脈の役割を探る

13.無脊椎動物「微小脳」の神経団路の適応的設計

14.生殖の脳科学:多面的展開

15. シナプス機能に対するATP分子の役割

シンポジウム(11枠、各2時間半)

l.シナプス可塑性の分子機構

2.神経細胞の形作り、物質輸送と情報伝達;細胞骨格と細胞接着因子の分子神経科学

3.神経栄養因子研究の新たな展開

4.脳神経系の形態形成

5.小脳における回路形成、可塑性、計算論

6.高次脳機能のイメージング:成果と問題点

7.精神疾患の分子メカニズム
8.神経疾患とイオンチャネル

9.脳とステロイドー核内レセプターによる神経情報の分子制御と行動-

10. Conformational Disease :蛋白の構造変化、凝集から神経細胞変性まで

11.イオン性シグナル伝達の解明に挑むーイオンチャネル構造機能研究の新展開

特別講演

l.“Control of exocytosis in neurons" 

Dr. Jahn， Reinhard Max-Planck-Institute for Biophysical Chemistry 

2. “Regeneration in the lnjured Mammalian Nervous System" 

Dr. Aguayo， Albert J. Montreal General Hospital Research Institute 

3. “Neuronogenesis and the Initiation of Neocortical Histogenesis" 

Dr. Caviness， Jr. Verne S. Massachusetts General Hospital 

4. “Brain Imaging Studies of Human Cognition" 

Dr. Ungerleider， Leslie G. National Institute of Mental Health 

5. Mechanisms of glial ceII development 

Dr. Chao， Moses V. New York University Medical School 



懇親会

9月22日の夕方に、気軽な懇親会(ピア・パーティ)を企画しております。

(参加料3，000円)

機器・書籍展示

大会期間中、関連機器及び書籍の展示会を併設いたします。

-参加申込方法

参加申込は、前納と当日払いの 2通りがありますが、なるべく前納して下さいますようお

願いいたします。

[前納]

前納される参加者は前号(神経化学36巻4号)綴じ込みの郵便払込取扱票を用いて、所定

の個所にご記入の上、 7月31日までにお支払い下さい。なお、参加者1名につき l枚の取扱

票をご使用下さい。参加登録をされた方には領収証及び参加登録証(名札)を後日お送りい

たします。(名札は、大会当日必ずご持参願います。)

なお、両学会ともに会員の場合で、参加登録料を前納される場合は、「郵便払込取扱票j

に「両方の学会の会員jであることを明記願います。

[当日]

7月31日までに登録されなかった方は、会期中会場受付で参加登録をして下さい。

[抄録集]

抄録集の作成及び配布につきましては、日本神経化学会と日本神経科学学会とで従来、方

法が異なります。本合同大会の場合でも、基本的には両学会の従来の方針を踏襲し、両学会

別々に2種類作成されますので、各会員の方は、演題提出及び参加登録の際に次の件をご留

意願います。

.和文抄録集

和文抄録集も両学会会員用に2種作成いたしますが、内容は、両学会分とも全ての和

文抄録を掲載いたします。ただし、表紙及び配布方法が異なります。

①日本神経化学会会員への配布:

日本神経化学会会員の方には、本大会への参加・不参加を問わず、全会員に学会誌の

「和文抄録集j特集号として大会開催前に学会本部より送付されます。当日受付の場合

でも、会場受付で和丈抄録集は渡されません。



②日本神経科学学会会員への配布:

日本神経科学学会会員の方は、本合同大会に参加登録をされた方のみ、和文抄録集が

配布されます。参加登録費を前納された方は、大会前に前記の参加登録証(名札)と一

緒に和文抄録集をお送りいたします。

当日受付の場合は、会場受付での登録時に、和文抄録集をお渡しいたします。

.英文抄録集

本大会の一般演題英文抄録につきましては、日本神経化学会・日本神経科学学会の両

学会の慣例に従い、それぞれ次の2誌に掲載されます。

日本神経化学会会員提出分 iNeurochemicalResearch (Plenum Press) J 

日本神経科学学会会員提出分 iNeuroscienceResearchのSupplementJ

ただし、代表発表者が日本神経化学会・日本神経科学学会のいずれの会員かで、英文

抄録掲載誌が決まります。代表発表者が両学会ともに会員の場合は、いずれか一方への

掲載になりますので、抄録提出の際に選択願います。

また、シンポジウムおよびミニシンポジウムの英文抄録は iNeuroscienceResearchの

SupplementJにのみ掲載されます。

①日本神経化学会会員の提出分の掲載:

英文抄録は iNeurochemicalResearch (Plenum Press) Jへ掲載いたします。掲載料は

無料です。

②日本神経科学学会会員の提出分の掲載と配布:

英文抄録は iNeuroscienceResearchのSupplementJへ掲載いたします。ただし、英

文抄録提出の際に、別途に掲載料4.000円が必要となりますので、参加登録料と一緒に

お支払い願います。

参加登録料を前納された方には、参加登録証とともに英文抄録引換券をお送りいたし

ますので、学会当日は会場受付でその引換券と引換に同Supplementをお渡しいたしま

す。日本神経科学学会会員で当日受付される場合も、会場受付で、同Supplementをお

渡しいたします。

日本神経科学学会会員でない方及び会員でも大会に参加されない方で、同Supple-

mentをお求めになられる場合は、有料 (3，000円)で販売いたします。

[懇親会]

参加希望者は、 3，000円を別途ご負担願います。

[参加費区分]

7，000円

8，000円

非会員

8，000円

9，000円

生
一
胴
一
胴

学
一
日
一
叩 …一一一い

区分

前納 (7月31日迄)

当日(会場受付)

会員*

-会員は日本神経化学会、日本神経科学学会のいずれかの会員であることを示します。



ー演題申込方法

①発表資格:

代表発表者が、日本神経化学会もしくは日本神経科学学会のいずれかの会員であるこ

とに限ります。代表発表者がまだいずれの会員でもない方は、下記の学会事務局までい

ずれかの学会への入会の手続きをおとり下さい。演題申込の締切時までに会員加入がな

されていない場合は、演題が受理されませんので、早めに手続きをお願いいたします。

入会申込先:日本神経化学会/日本神経科学学会

千113 東京都文京区本駒込5-16-9(財)日本学会事務センター内

Tel: 03・5814-5810 Fax: 03-5814-5825 

前述の通り、英文抄録集については掲載誌及び体裁も異なりますので、代表提出者は、

いずれの学会の会員であるか明記願います。なお、両方の学会の会員である場合は、英

文抄録掲載の関係上、演題申込票にいずれか一方の学会を選択の上、記入願います。

②提出期限:

以下のものを同封の上、 5月15日(金)必着で下記大会事務局までお送り願います。

受領通知および発表日時・形式等の決定通知ははがきにて通知します。

①演題申込票(索引リスト付き)...・H ・...・H ・...・H ・....・H ・....・H ・..1部

②宛名記入・返信切手貼付ずみの受領通知書・決定通知書…… l部

③和文抄録用紙…...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・-原本l部・コピー2部

④英文抄録用紙...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..原本l部・コピー 2部

⑤英文抄録のテキスト・ファイルのデータフロッピー…...・H ・..1式

※ファイル:テキスト形式で保存

※フロッピー:2HD1.4MB又は2DD720KBの3.5インチフロッピーディスク

(フロッピーにMSDOS又はMACを明記する)

演題申込票、抄録用紙、挟み込みはがきは、 36巻4号に掲載済みです。

③抄録校正:

和文、英文とも原則として校正はいたしません。そのまま、印刷されますので、提出

者の責任において作成願います。なお、既に他学会で発表されたものはご遠慮下さい。

-大会事務局

本大会への参加申込み及び演題申込みに関してのご質問は下記の大会事務局にお問い合

わせ下さい。

第21回日本神経科学・第41回日本神経化学合同大会事務局

干107・8486 東京都港区赤坂4-9-17 赤坂第一ピル

株式会社インターグループ内 担当:水巻/住田

Tel:03・3479・5875 Fax:03・3423-1600



第21同日本神経科学・第41回日本神経化学合同大会

演題分類項目一覧

1. Molecular and Cellular日ology(分子・細胞)

1. lon Channels and Excitable Membranes 
(イオンチャネjレ、関奮膜)

2. Neurotransmitters and Modulators 
(Function， Release， Uptake and 
Metabolism) (神経伝達物質、修飾物質)

3. Receptors and T ransporters 
(受容体、輸送体)

4. Synapse (シナプス)

5. Signal Transduction and Modulation 
(情報伝達、蛮換、修飾)

6. Axonal T ransport， Cell Motility and 
Cytokeleton 
(軸索輸送、細胞運動、細胞骨格)

7. Neuron and Glia (ニューロン、グリア)

8. Myelin (ミエリン)

9. Blood-Brain Barrier (血液脳関門)

10. I¥Jeuroimmunology (神経免疫)

11. Molecular and Cellular Biological 
Technique 
(分子生物学的、細胞生物学的方法)

E . Develop mental Biology (発生)

12. Pattern Formation (パターン形成)

13. Cellular Differentiation (細胞分化)

14. Axonal Outgrowth and Network 
Formation (突起伸展、回路網形成)

15. Trophic Factor (栄養因子)

16. Cell Adhesion Molecules (細胞接着因子)

17. Regeneration， T ransplantation (再生、移植)

18. Plasticり(可塑性)

19. Apoptosis (プログラム細胞死)

E . System N創 rosci釦句

20. Motor System (運動)

21. Visual System (視覚)

22. Auditory System (聴覚)

23. Somatosensory System (体性感覚)

24. Chemical Senses， Olfaction， and Taste 
(化学感覚、唄覚と味覚)

25. Sleep and Biological Rhythms 
(睡眠・生体リズム)

26. Memory and Learning (学習・記憶)

27. Neuroendocrine System (神経内分泌)

28. Autonomic Nervous System (自律神経系)

M.C叩 ni説明 andBehavioral Neuroscience 

29. Behavior (行動)

30. Psychophysics (JL¥理物理)

31. I¥leuropsychology (神経心理学)

32. Imaging (イメージング)

V. Computational Neuroscience 

33. Network Theory (回路理論)

34. System Theory (システム理論)

M. Diso吋ers(疾患)

35. Animal Models (疾患モデル)

36. Developmental Disorders (発育、発達障害)

37. Neurodegenerative Diseases 
(Parkinson's and Others) (変性疾患)

38. Neuropsychiatric and I¥Jeurological 
Diseases (精神神経疾患)

39. Muscle Disorders (筋疾患)

40. Ischemia (and Trauma) (虚血・外傷)

41. Aging， Dementia and Alzheimer's 
(老化、痴呆、アルツハイマ一)

42. Drug Abuse and Psychopharmacology 
Clntoxication， Addiction) 
(薬物依存、精神薬理[中毒])

43. I¥leurotoxicity (中毒症)

44. Neuro-oncology (脳腫指標)

45. Cerebral Blood Flow and Metabolism 
(脳血流、代謝)



多再 2 1 [E]日 zド字申楽量不斗今金・

第苓-4 1 臣1日ヰ三者宇奈蚤イヒ寺金壬当il司芳三こ長主き

指泊のご案内

平成10年9月21日(月)-2 3日{水・祝)

会場: 東京ビッグサイト

この度、第21回日本神経科学大会と第41回日本神経化学会の合同大会が

9月21日-23日の3日問、東京ビッグサイトで開催されますことを

心からお慶び申し上げます。

株式会社阪急交通社・外国人旅行センターでは、この大会にご参加される

皆様方のご便宜をお図りするため、宿泊の手配をさせていただきます。

つきましては、次ページ以降の予約内容をご検討いただきまして、お申込み

を賜りたいと存じます。

尚、今回会場となります東京ビッグサイトのあります、東京・臨海副都心は

注目の観光スポットであり、また時期的にも祝日の絡んだ秋の観光シーズン

でもございますので、なるべくお早めにお申し込みをいただきますことを

おすすめいたします。

何卒宜しくお願い申し上げます。

移干ミ王丈妥誉主主隠豆諸言~3C:im孝士



1.ホテルのご案内

下記の金額は1治、税・サーゼス料込みのお-A様の室料です。(朝食は含まれておりま
せん。}お食事・篭話・冷蔵庫等、室料以外のご利用につきましではチェックアウト時に

ホテルでご精算下さい。

クラス 記号 ホテル名 指泊室料(朝食倒} ロケーション

シングル 1/2 ザイン

A-1 ホテル日航東京 担3，苅O ￥13，860 ゆりかもめ台場駅前

A 

A-2 ホテルグランパシフィック ￥22，580 ￥14，440 ゆりかもめ台場駅前

B B-l 銀度第一ホテル ￥15，“)0 ￥9，530 ゆりかもめ新橋駅歩5分 | 

B-2 ホテルイースト21東京 可H2，9.柑 ￥10，110 地下鉄東揚町駅歩7分

C-1 チサンホテル浜松町 ￥10，5∞ ￥9，190 ゆりかもめ日の出国間歩S分

C-2 品川プリンスホテル 抑，240 ￥8，510 JR品川駅前

C 

C・3 銀座キャピタルホテル本館 ￥8，930 ￥7，350 地下畿新宿線I駅前

C-4 東京ホテル浦島 予6，3∞ ー~5，150 地下鉄豊樹駅歩 15分

注1)お申し込みは先着顛にお受けします。沓ホテルともお部屋数に隈りがありますので

満室の場合には問クラスの飽のホテルに変更させてい伊ぐこともござい抗

予めご了承下さい.

2)ツインルームをご希望の方は、開雪量者名をご記入下さい@

2.お申し込み方法

1)別紙申込書に必要事項をご記入の上、郵送又はFAXにてお申し込み下さい.

2)宿泊ホテル決定後、郵送又はFAXで予約確認書をお送りします。クレジットカード

(VISA， MASTER， AMERICAN EXPRESSのいずれか)にてお支払いの方につきましては

この稜階で料金をカードから引き落としさせていただき、その旨をあわせてご連絡

いたします.銀行振込をご希望の方には、請求書をお送りします。

3)銀行振込ご希望の方は、請求書が崩きましたら指定日までに料金をお振り込み下さい.

(銀行振込の場合の振込手数料はお客様のご負担とさせていただきます。}

指定日までにご入金いただけない場合には予約は無効となりますのでご註意下さい。

4)予約確認書等送付のための事務手数料として、お一人様の予約につき、若手 500を申し

受けます。



3.お申込締切日 : 平成10年8月10日(月)

4.お申込み及び間合わせ先

株式会社阪急交通社外国人旅行センター

第21回日本神経科学・第41回日本神経化学合同大会係

苧 105-α)()4東京都港区新橋3-3-9

TEL: 03-3593・9080 FAJ{: 03-3508・0118

営業時間: 月~金曜日、 09:30-18:00 

5.取消料について

担当:石川・内山

ご予約後、お客様のご都合によりご予約を取り消される場合には、書面にてご連絡下さい。

書面が弊社に到着した日と宿泊初日との日数によって下記の通り取消料を申し受けます。

宿泊初日の9-2日前 宿泊目前日 当日/連絡なき不泊

1泊の室料の10% 50% 100% 

注1)事務手数料はお取り消しの場合でもお返しできませんのでご了承下さい。

2)お取り消しに伴うご返金は、取消料及び事務手数料を差し引いた金額を、大会

終了後にお返しいたします。

銀行振込でご入金いただいた方には銀行振込でご返金いたしますので、お取り消し

の書面に返金先の銀行口座をご記入下さい。クレジットカードでお支払いいただいた

方にはクレジットカードの口座にご返金いたします。

6.航空券・ JR券のご案内

航空券・ JR券の手配をご希望の方はお問い合わせ下さい。航空券は2か月前、 JR券は

1か月前からの発売となります。

航空券につきましては、航空会社による f事前購入割引J等の各種割引がございます。

(但し、席数・取消手数料に制約がございますのでご注意下さい。)



会場・ホテルへのアクセス

1.会場へのアクセス

1)電車
JR京葉線・地下鉄有楽町線

JR山手総・地下鉄銀座線/浅草線

分

分

Z
J
 

4
a
a
 

道

2

鉄

線
速

め

高

も

海

か
練

り
京

ゆ

東一
棟
一
一
轍
一

一
称
一
一
制
一

|国糠麗示場駅

約 12分

2)都パス

|東京駅八重洲口 I(東踊系統)約三副 豊洲駅 i 
| 浜松町駅 I(虹叫統)
| 門前仲町駅

3)空港パス

i羽田空港 | 
|成田空港 | 

約23分

j (海日続)約五五J豊洲駅 | 分

一
ト
ご
ト
-
一
一
ト
ご
ト
一

}
イ
一
一
イ
↓
一
一
イ
一
一
イ
一

一
サ
一
一
サ
一
一
サ
一
一
サ
一

一
グ
一
一
グ
一
一
グ
一
一
グ
一

一
ツ
一
一
ツ
一
一
ツ
一
一
ツ
一

一
ピ
一
一
ピ
一
一
ピ
一
一
ピ
一

一
京
二
京
一
一
家
二
京
一

一
東
二
東
一
一
東
二
東
一

lrポートリムシ.iハ.~ 65分

工rl/i
O

蝿刊Aγ ンハ'~ 20分

2.各ホテルから会場へのアクセス

JR山手・京浜東北線

4分
J東陽町か2 Iト

一一一一事予防"1
新木場 : 
，-l 5分
j東京臨海書籍漉鉄道

留際展示場

-盟際展示場正問

東京ビッグサイト

;東京モノレール泣分

叩 ----f 羽田空港

リムジンパス
{不定期〉

}-----------------------~~今 j

*各記号はホテルを示します。
チサンホテル浜松町は鳳/モノレール浜松町駅から徒歩7分、ゆりかもめ日の出駅から
徒歩5分。 ー

ホテルイースト 21 (B -2) "'"新木場開のシャトルパスは戟ホテル発2本側:師勝:納と
夕方新木場駅発 1本 (18:45)のみです。(時刻jは1998年2月現在}



第21回日本神経科学・第41回日本神経化学合同大会

宿泊申込書

送付先:抹式会社阪急交通社 外国人旅行センター | 申込み締切日

FAX: 03-3508ーo1 1 8 I 8月 10日(月)

71JjJ" t 
申込者氏名

住所(確認書送付先)

〒

τ'EL: 

7リがナ 性 ホテル記号 宿泊日 (0をおつけ下さい)
宿 泊 者 名 51IJ 部屋タイプ 9/20 9121 9/22 9/23 

男

女 シンク.)~ / ツイン

同室者名/その他通信欄

お支払い方法(いずれかの番号にOをつけて下さい。)
1.銀行振込 振込先口座: 三和銀行西新橋支癌 (普) 1018694 

口座名義紛阪急交通社

2. クレジットカード(以下にもれなくご記入下さい。)

カードの種類 VISA / MASTER / AMERICAN EXPRESS 

カードの番号 l有効期限| 年 月

カードの裏面と同じサイン

注)カード番号の桁数を今一度ご確認下さい。





平成10年度を迎えるにあたって

理事長小宮義埠

(群馬大学医学部分子病態学)

月日の経つのは早いもので、思いがけず神経化学会の理事長をお引き受けするはめになってから、もうそ

の任期の半ばが過ぎ去ろうとしている。その最初の理事会では、これからの神経化学会にとって、その命運

を左右するといってもよいいくつかの改革案が提案され、決定された。それに基づく新たな l歩を踏み出し

た松山での第40回大会も、愛媛大学片岡喜由教授を中心とした実行委員会の方々のご尽力により演題数もま

た増加し、盛大な大会が成功裡に行われた。これはひとえにお世話いただいた皆様のご努力と、会員各位の

ご協力によるものとこの場をお借りして深く感謝の意を表したい。

さてそれでは次の I年はどうなるであろうか。いやどのようにするべきなのだろうか。

まず第一に今年秋に予定されている第41回大会は神経科学学会との共催で聞かれる。これにはいくつもの

困難が予想されていたが、それを乗り越えて、企画が進行している。すでに数回の実行委員会やプログラム

委員会がもたれ、 ~lぼ全容が明らかになってきた。合同大会は 2 時間半のシンポジウムと 2 時間のミニシン

ポジウムが中心となり、一般演題はすべてポスター発表で行われる。神経化学会会員の皆様からも数多くの

シンポジウム案が寄せられ、それらの全てを採用することはできなかったが、かなりの方々にはオルガナイ

ザ一、シンポジストとしての役割を果たして頂くことになると思われる。特に本学会が継続して行っている

公開シンポジウムは第3回を数え、今年度は企画委員会からの“ConformationalDisease :蛋白の構造変化、

凝集から神経細胞変性まで"という案が採用されているので応援をお願いしたい。いずれにしてもこれまで

別々に行われてきた両学会の活動が、この合同大会を機会に相乗効果を発揮してくれるものと期待している。

さらに大事なことは終了後にその評価がきちんと検討されて、次に活かされて行くことであろう。

平成10年度は財政立て直しのため予算的にに難しい局面にあり、また公務員削減も大学教官にまで及んで

来ている中で、科学技術振興費だけはある程度の伸びが期待されているという。中でも脳関係の研究費は

“脳の世紀"という追い風を受けて大幅な増額が進められてきた。このような流れの中で我々脳研究に携わ

るものとしては、一人一人が何をなすべきか、よく考えてみることも必要であろう O 風向きはいつも一定で

はなく、時間は無限にあるわけではないのだから。 (1998.3.10)
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第41回日本神経化学会大会の開催にあたって

第41回日本神経化学会会長御子柴 克 彦

この度、 1998年9月21日(月) ~23 E1 (水)の3日間東京副都心有明ピッグサイトにおいて、第41回日本

神経化学会と第21回神経科学会が合同で開催されることとなりました。「脳の世紀」が打ち出され、科学技

術基本法も制定され、私達に対する期待が大変大きくなってきています。このような状況の中で、本会が日

本神経科学会と合同で大会を開催することになったことは、日本の脳研究の発展のために私達に諜せられた

新しい課題と考えたいと思います。

私達はどのようにして世界をリードする脳研究を行い、日本を研究の流行発信地とすべきでしょうか。日

本神経化学会はもともと神経科並びに精神科領域の臨床の研究者と生理学、生化学の基礎研究者が集まり作

っていた神経化学懇話会から発展したものであり、分子から個体までを、正常や異常とを意識した脳研究領

域を作り上げた大変ユニークな組織としてはぐくまれてきました。一方、遺伝子組み換え、培養、遺伝子欠

損マウスの作製などの種々の技術が導入されるなど、近年のバイオサイエンスの進展はめざましく、当然の

ことながら、分子生物学を中心とした脳研究スタイルが流れ込んできました。ややもすると脳研究というよ

りは、脳を材料とした研究の面が強いように思います。

国際的に見て日本神経化学会の大変ユニークな特散は、もともと脳というものを十分に意識して近年のバ

イオサイエンスの技術導入を積極的に行い、神経化学の領域をより大きく発展させたことであると思います。

だからこそ、日本の神経化学会のレベルが高く、これほど大きな研究集団を擁しているのだと思われます。

この点が、日本の神経化学会が臨床、基礎(薬理、生理、生化学)の幅広い分野の研究者をひきつけている

一つの要因であるといえます。

特にこれまでの日本の脳研究の歴史を踏まえて、私達、神経化学会員には、これから日本の将来を担って

いく若い脳神経研究者を導く義務があると考えます。その為には私達自身がフレキシピリティーを十分に備

えて対応する必要があるでしょう。これまでの伝統や歴史、更に組織・運営方法の異なる両学会の合同大会

は、大変重要な意味があります。これらの違いから生ずる困難を乗りこえて、この合同大会を大いなる未来

への礎としていただけるよう多くの人に参加していただき、日本の脳研究のあり方を論じていきたいと思い

ます。

今回は、松山大会での新しい試みを積極的に取入れ、数多くのシンポジウム、ミニシンポジウム、チュー

トリアルセミナーも企画し、更にインターネット上にホームページを聞いて情報をできるだけ速く、広く公

開できるようにしています。会場の東京ビッグサイトは十分なスペースがあり、周辺も新しい観光地として

発展しつつあります。

9月下旬は暑さもやわらぎ、しのぎやすくなる時期ですので、会員の方はもちろん、脳神経に少しでも興

味をおもちの方も、お誘い合わせの上、お越しいただけることを楽しみにしております。



平成9年度議事録補足

収入の部
勘定科 目

一般会費

賛助会費

団体会費

臨時会費

会誌売上代

英文抄録掲載料

国際交流積立金取崩収入

雑収入

計

前年度繰越金

Z口>. 計

支出の部
勘定科 目

大会運営補助費

学会誌作成費

学会誌発送費

名簿作成費

英文抄録関係費

国際交流費

通信連絡費

会議費

印刷費

事務用品費

雑 費

委託費

予備費

計

次年度繰越金

1口為 計

日本神経化学会

平成8年度決算

(平成8年 1月1日.......12月31日)

平成8年度予算 平成8年度決算

13，680，000 12，816，900 

940，000 930，000 

100，000 147，000 

175，000 315，000 

430，000 282，000 

600，000 544，000 

500，000 500，000 

500，000 398，471 

16，925，000 15，933，371 

20，850，005 20，850，005 

37，775，005 36，783，376 

平成8年度予算 平成8年度決算

750，000 750，000 

5，500，000 6，089，413 

1，080，000 976，400 

2.845.000 2，332，597 

500，000 281，250 

500.000 O 

900.000 486，520 

1，500，000 2，112，707 

1，000，000 593，800 

30.000 4，740 

300，000 647，093 

5，300，000 4，989，989 

500，000 O 

20，705，000 19，264，509 

17，070，005 17，518，867 

37.775.005 36，783，376 

3 

備 考

備 考

*下記参照

事雑貨内訳:学会誌保管料
リスト等出力経費
特別シンポジウム経費等
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日本神経化学会

平成8年度監査報告書

本会平成8年度会計収支報告の監査の結果は、

公正かっ適正なものであると認定致しますo

平成 9年二乙月 Z，b日

日本神経化学会

監事免ユゲヨン捕

監事斤キふ》 1(議



収入の部
勘定科 目

一般会費

賛助会費

団体会費

臨時会費

会誌売上代

英文抄録掲載料

雑収入

計

前年度繰越金(※)

l口L 計

支出の部
勘定科 目

大会運営補助費

学会誌作成費

学会誌発送費

英文抄録関係費

国際交流費

特別シンポジウム予備費

会議費

通信連絡費

印刷費

事務用品費

ホームページ維持費

雑 費

委託費

特別事業積立金

予備費

計

次年度繰越金

15- 計

日本神経化学会

平成10年度予算案

(平成10年 1 月 1 日 ~12月 31 日)

平成10年度予算 平成9年度予算

12，870，000 13，050，000 

1，450，000 940，000 

190，000 126，000 

O 175，000 

430，000 430，000 

O 600，000 

400，000 550，000 

15，340，000 15，871，000 

17，256，867 17，498，005 

32，596，867 33，369，005 

平成10年度予算 平成9年度決算

750，000 750，000 

6，500，000 6，500，000 

1，110，000 1，110，000 

50，000 500，000 

500，000 500.000 

300，000 300，000 

1，500，000 1，500，000 

900，000 1，300，000 

800，000 1，200，000 

10，000 10，000 

500，000 O 

300，000 300，000 

5.500.000 5，700，000 

500，000 O 

500，000 500，000 

19，720，000 20，170，000 

12，876，867 13，199，005 

32，596，867 33，369，005 

5 

備 考

※決算見込額

備 考
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理 事会議事録

平成10年度第 1回理事会

日時:平成10年 2 月 7 日(土 13:00~15:00 

会場:パレスピル A会議室

出席者:小宮義輩、三木直正、井原康夫、植村慶一、加藤泰治、熊倉鴻之助、高坂新一、

辻省次、芳賀達也、御子柴克彦

佐武明、中嶋照夫(監事)

宮本英七(国際対応委員会委員長)

竹田稔(科研費調査委員会/仮称委員長)

古市貞一(第41回大会組織委員)

欠席者:栗山欣弥、高松研、遠山正瀬、融道男、野村靖幸(理事)

池中一裕(シンポジウム企画委員会委員長)

議題:

1.庶務報告

加藤庶務担当理事より、庶務報告が行われた。

総会員数(平成9年12月31日現在)

名誉会員

一般会員

学生会員

賛助会員

団体会員

2.出版広報報告

熊倉出版広報担当理事より、報告が行われた。

(1) r神経化学」出版の件

2，052名

9名

1，839名

160名

25名

19名

例年12月下旬の発行となる (36巻) 4号の発行が遅れており、 2月末日に発行される見込み。尚、

(37巻) 1号については例年通り 4月の発行となる。

前回理事会で、第41回日本神経化学会の大会案内を37巻 1号に掲載することが了承されたが、「神

経化学J発行のスケジュールと演題締切日を考慮して、 36巻4号に掲載することが提案され了承され

た。

また、合同大会の論文集となる「神経化学J37巻3号に限り、合同プログラム委員会の協議により

A4サイズでの刊行になる旨が報告され了承された。
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( 2 )英文抄録の件

例年、大会の英文抄録を掲載していただいている iNeurochemicalResearchJのDr.Lajthaより、昨

年の大会は40回目を記念する大会なので、日本神経化学会の40年の歴史も併せて掲載してはどうかと

の提案があった。

第40回大会特別講演では塚田裕三先生が「神経化学と共に50年」というタイトルで講演されており、

Dr. Lajthaの提案と重複する内容なので、現在、塚田先生にその時の講演を英文でまとめていただいて

いる。

( 3 )学会HP(ホームページ)の件

学会のHPは、なるべく頻繁に更新するよう心がけている。他学会の大会等の会告案内や、大学等

の求人案内はすみやかにuproadしている。

HPを活用し現在の年4回という「神経化学jの発行の隙聞をうめるように、会員各位にインフォ

メーションを流していきたい。

またHPのサーバーを文部省学術情報七ンターの所謂HP村に移す件も円滑に行われる見込である。

3.委員会報告の件

(1)科研費調査委員会(仮称)

竹田委員長より、以下の報告がなされた。

-委員会の再開に際し新しいメンバーを選出した(現在、就任諾否を確認中)。委員会の活動内容

によっては委員を適宜補充していく予定でいる。

-再開する委員会については将来計画委員会が打ち出す方向性を考慮し、科学研究費をいかに本学

会の活性化に役立てていくのかを考えていきたい。

-他の学会との関連等を検討するとともに、内々に関連省庁の意向を調査して、委員会としてどこ

に焦点を絞って活動していくかを決めていきたい。

-科学研究費に関しては、今後、他の学会と折衝を重ねることも想定されるので、理事長にも委員

になっていただくこととしたO

(2 )国際対応委員会

宮本委員長より以下の報告がなされた0

.第4回APSNの件

1998年 6 月 24~26日にソウルで開催される予定。 JSNの評議員にはFinalCircularを送付している。

また、 APSNのHPが開設されており、そこからも概要を見ることが出来るようになっている。

-第17回国際神経化学会の件

1999年にベルリンでESNとの共催で開催される予定。今回、日本からは池中教授がプログラム委

員になられている。尚、プログラム委員会は3月に開催される予定。

-第18回国際神経化学会の件

昨年ボストンで開催されたISNの席上で次々回は20001年8月下旬にブエノスアイレスで開催され
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ることが決定された。

この時期 (7~ 8月)は日本からの渡航費用が非常に高い時期と重なるため、日本のカウンシ

ル2名の連名(宮本教授・宮武教授)で開催時期をずらせないかを打診したが、結局、会場等の

都合で困難とのことだ、った。しかし、主催者側よりその代わり臼本の若手研究者の渡航費用補助

や発表における取り扱いを積極的にしたいという返事が届いている。

-その他

先方からの要請により 16thBiotechnology Conference and BioExpo 98 (1998年 6 月 3~5 日、

HongKong)のサーキユラーを、 APSNのサーキユラ一発送時に同封して評議員に送付した。

(3 )研究助成金等候補者選考委員会

御子柴委員長より以下の報告がなされた。

1.平成9年度推薦状況

①ファイザーヘルスリサーチ振興財団

日本人研究者海外派遣(学会内応募1件)

山口 宜秀氏(生理研・神経情報)

②日産学術研究助成

一般研究(学会内応募4件)

岡村 均氏(神戸大・医・解剖学)

和中 明生氏(福島県医大・生体情報伝達研・細胞科学)

奨励研究(学会内応募2件)

谷口 泰造氏(兵庫県立高齢者脳機能研究センター・基礎研究科)

村瀬真一氏(慶麿大・医・解剖学)

③内藤科学振興財団

学会内応募なし

④ブレインサイエンス振興財団

研究助成(学会内応募1件)

上野修一氏(愛媛大・医・神経精神医学)

2.採択状況

①ファイザーヘルスリサーチ振興財団

不採択

②日産学術研究助成、ブレインサイエンス振興財団

何れも 1998年3月に採択結果が判明する予定

(4 )将来計画委員会

三木委員長より、前回理事会でご提案された評議員制度の見直しに関係し、「評議員としてご活躍

いただきたい会員jの方のリストが提示された。
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理事各位にもリストアップをお願いし、三木委員長に連絡することになった。

また、理事長より「科研費調査委員会(仮称)J と密接な連携をとっていただくよう要請があり了

承された。

4.会計報告

高坂会計担当理事より、平成 9 年度(平成 9 年 1 月 1 日 ~12月 31 日)の決算報告がなされた。引き続

き佐武監事より監査報告があり、了承されたO

5.評議員推薦の件

下記の評議員候補者を審査し、了承されたため、次回の評議員会・総会に諮ることとした。

中村重信(広島大・医・第3内科)

西川 徹(国立精神・神経センター神経研究所・疾病研究第3部)

岡野 栄之(大阪大・医・バイオメデイカル教育センタ-.神経機能解剖)

吉岡 充弘(北海道大・医・薬理学)

6.名誉会員推薦の件

前回推薦のあった下記の名誉会員候補者について審議し、了承されたため、次回の評議員会・総会に

諮ることとした。

平野修助氏(推薦者:野口鉄也植村慶一)

7.第41回日本神経化学会の件

御子柴会長より、大会の概要が説明され、了承された。

今回は第21回日本神経科学大会との合同大会となるため、幅広く色々な分野をカバーするために一般

発表はポスター展示のみとし、シンポジウム・ミニシンポジウムを増やしている O

またどちらかに参加登録をすれば両方の学会に参加できるように便宜を図ったが、抄録の配布方法、

英文抄録の扱い等についてはそれぞれの学会の実態に即した対応をとることになった。

尚、演題締切は 5月15日とし、代表発表者はいずれかの会員である必要がある O

出席理事より、合同大会とJSNのHPに相互リンクをはる事が提案された。会場となる東京ビッグサイ

トにも独自のHPがあり、イベント情報を載せているので、そこからも大会HPにアクセスできるように

して、広報活動に努めた方がいいという意見がでた。

日本神経化学会独自の公開シンポジウムついても、 HPを活用して一般の方へ周知していくこととし

た。

8.第42回日本神経化学会の件

1999年度の日本神経化学会大会については、松山での大会持の第3回理事会で数名の会長候補者の推

薦があり、理事長に候補者に内意を伺っていただいた。その結果中村重信教授(広島大・医・第3内科)

にご快諾をいただき、理事各位には既に書面による持ち回りで内々に承諾を受けている O



10 神経化学 Vol.37 (No. 1)， 1998 

改めて小宮理事長より上記の報告がなされ、了承された。

尚、中村教授からは日本神経科学学会との共催は行わないものの、日本神経精神薬理学会との共催の

可能性について検討されたいという意向が寄せられている。他の色々な学会との共催の可能性について

は、前回理事会においても、前向きに検討していく事で了承されている。

9. そのイ也

([細胞生物学研究連絡委員会の件

日本学術会議第4部細胞生物学研究連絡委員会の委員となられた小宮理事長より、 1月7日に開催

された第1回委員会についての報告がなされた。

また、今後は、本学会が加盟している同第7部「脳・神経学j研究連絡委員会でも、本学会の意向

を反映できるように働きかけていくことで合意を得た。

②生物科学・学会連合(仮称、)の件

日本生化学会・日本分子生物学会・日本植物学会・日本動物学会の会長連名で、「社会に対するア

ピールや諸官庁などへの要望書の窓口となる生物科学諸学会の連絡組織Jとして「生物科学・学会連

合(仮称)Jを作ってはどうかという申し入れが昨年あり、先方には、理事会に諮り正式な回答をす

る旨を伝えである。

本件については、連合して何を目指すのかという設立の趣旨が今一つ不明瞭であり、先方が呼びか

けている学会にも偏りが見受けられる等の意見が出された。

結局、先方から新たな連絡がくるまでは態度を保留することとした。

本学会としては、積極的に参画するというわけではないものの、先方から連絡会議・発起人会等の

案内が着た場合には、庶務担当理事を窓口にして参加し、当面様子を伺うこととした。

③その他

加藤庶務担当理事より以下の報告がなされた。

本学会が後援を承諾している第4回国際神経内分泌学会議の山下 博組織委員長(期日:1998年10

月 12~16日、於:北九州国際会議場)より、国際会議の広報活動への使用のため本学会会員の電子メ

ールのアドレスの提供依頼があった。

また、先方からは国際会議の広報だけではなく、北米神経科学学会会長の依頼を受け、アメリカで

製造中止となるステロイド剤の製造中止を訴える嘆願運動にも電子メールのアドレスを使用したいと

いう申し入れがあった。

本件については、理事長と協議し、後援する国際会議の広報活動での使用は問題はないものの、嘆

願運動に関しては、学会としてその運動に係わるのではなく、連絡を受けた会員各位が個人的に判断

をされて対処すべき問題であり、運動そのものには日本神経化学会は関係しないという前提で電子メ

ールのアドレスを提供する事とした。
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国立精神・神経センタ一、神経研究所代謝研究部

まずは研究所の紹介から始めたいと思います。

神経研究所は、国立精神・神経センターを構成す

る四施設の一つであり、精神、神経、筋肉、発達

の各障害の病因、病態および治療法の開発のため

に設立された目的研究所であります。当研究所は

東京都、小平市北側のJR武蔵野線と西武、多摩湖

線に挟まれた地域に位置し、 20万ばという広大な

敷地内に武蔵病院とともに建てられています。こ

う言っても大抵のひと(特に地方の人にとって)

にはピンとこない場所のようです。大ざっぱな言

い方ですが、多摩湖の近くだとか、 Flに参戦して

いるブリジストン小平研究所と接しているという

方が理解されやすいのは確かです。その敷地の一

角には武蔵野を思わせる雑木林が残されていたり、

竹林をはじめ様々なの花木が植えられており、四

季折々我々の目を楽しませてくれます。野鳥の種

類も多いためバードウオッチングを楽しみたい方

にも喜ばれているようです。とも

かく、私たちの研究所はそんな環

境にあります。

現在、研究所は本館、 2号館、

動物飼育施設の三つの建物から成

っていますが、その本館の 3階、

北側は、高坂新一部長率いる代謝

研究部が占めています。この代謝

という部名は他施設ではあまり用

いられていないせいか、訴しげに

聞き返えされることも多々ありま

す。元々は、神経系の化学的構成、

発達に伴う生体物質の代謝やニユ

中嶋一行

ーロン・グリアなど神経系細胞における生化学的

調節機構などの基礎的研究を目的に作られたと開

きます。むしろ英名であるDept.of Neurochemistry 

のほうが一般的であり、とおりがいいようです。

1989年以来、高坂新一部長により発達生化学およ

び神経化学の 2室をもって運営されていますが、

現在、部長以下、室長2名、流動研究員 2名、セ

ンター研究員 4名、科学技術特別研究員 2名、

COE研究員 2名、他施設との併任研究員、客員研

究員 3名、その他研究生などを合わせると、総勢

20名以上になります。その特徴はと言いますと、

男女比がほぼ 1 1で、均衡がよくとれていると

いえます(写真参照)。もうひとつは、研究者の出

身校は様々で特定の大学に偏っていないというこ

とです。こう言うと、まとまりにくいと思われる

ようですがけっしてそんなことはなく、むしろあ

っきりした中に仲良い関係が築かれています。

ある午後のワンシーン(スタッフルームにて)
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代謝研究部の掲げている目的は、脳の正常な分

化・生育を支えている物質的な基盤を神経化学的

および分子生物学的に明らかにすることでありま

して、近年ではニューロン・グリア相関に関わる

因子の作用機構や細胞内シグナル伝達機構を中心

に研究を行っています。現在、次に示すようなテ

ーマで研究を行っています。(1)ひとつには、ミ

クログリアの機能調節機構の研究が挙げられます。

この細胞の機能については、古くより様々なこと

が推測されていますが、実は生理的な役割をはじ

めとして、病態時の役割についてもあまり実証が

ないのが実状です。そこでこの細胞機能がどのよ

うな分子によりどのような機構により調節される

のかを調べているところです。最近明らかになっ

たことには、神経細胞にのみ作用すると思われて

いたニューロトロフインがミクログリアに士すしで

もリセプタ一介在性に機能変動を起こすというこ

とです。また同時に、ミクログリアの機能調節に

関わる細胞内シグナル伝達系およびその分子につ

いてもよくわかっていませんので、その解析を行

っています。現在、当研究室で発見されたミクロ

グリア特異的分子であるiba-l(EF-ハンドを持つカ

ルシウム結合蛋白質)の機能解析を中心に研究が

行われています。これらは両室長を中心に行われ

ています。(2 )ふたつめとしては、肝細胞増殖因

子 (HGF)やプラスミノーゲン (PGn)などクリ

ングルドメインを持つ蛋白の作用機構の解析をあ

げることができます。 HGFやPGn'まミクログリア

分泌、性物質として同定されたものでドーパミン作

動性ニューロンに対し神経栄養活性を示すことが

明らかにされてきましたが、その細胞内シグナル

伝達機構についてはよくわかっていませんでした。

最近の解析により、 HGFの場合はその特異的レセ

プターであるMetのリン酸化に始まり、その下流

でPLCgやPKCの活性化の起こることがわかってき

ました。(3 )第三番に、アミロイド前駆体蛋白

(APP)の脳内生理機能についての研究をあげるこ

とができます。 APPはアルツハイマー脳に特徴的

に見いだされるアミロイドの前駆体蛋白で、病因

との関係で広く関心を持たれていますが、この

APPの生理機能は不明でした。当研究室では酵母

によるリコンピナントAPPを使用することにより、

この分子が皮質ニューロンの突起伸展活性や神経

系前駆細胞の分裂促進活性を持つことを明らかに

しています。しかもそれらの活性はAPP分子の特

異的配列に依存することがわかってきました。以

上に述べたこれらの研究には分子生物学、生化学

をはじめ蛋白化学、電気生理学、組織化学など幅

広い手法を採用しながらとりくんでいます。

代謝研究部では毎週一度、研究部全員の参加す

る研究室会議が開かれます。事務的な連絡のあと、

ジャーナルの紹介と実験結果(プログレスレポー

ト)の報告を行います。それぞれ順番で行います

が、ジャーナルの紹介は、論文の読解はもちろん

のこと発表の訓練としても、最近の研究動向を知

るうえにも大切ですし、実験結果の報告は、異な

る立場あるいは分野のひとから意見、進言をいた

だき、あるいは批判していただくことにより、よ

りよい研究にまとめるために重要と考えています。

この時間以外にも多忙な中、高坂部長はできるだ

け多くの時間を裂き、研究者とのコミュニケーシ

ヨンにあてられ、より良いサポートができるよう

に考えておられます。これは私たちにとり大きな

支えであり、信頼感が生まれる所以でもあります。

よい研究は良い環境からーというのでしょう。

次に年中行事を紹介します。まず春には一泊の

温泉旅行があります。この 2、3年は山梨、群馬

など比較的近場での温泉を選んでいます。やはり

露天風呂が好まれているようです。今年は箱根あ

るいは那須が候補にあがっています。 7月の末に

は恒例のバーベキューパーティーがあります。研

究所前の林にはそのための炉が組まれており、最

近はここを利用しています。以前は研究所から少

し離れた場所で花火など上げずいぶんはしゃいだ



こともありましたが、今は騒音の問題もあり自粛

しています。また、国経セミナーでお話をしてい

ただいた先生方とともにパーベキェーを楽しむ場

合もあります。そ=れから、研究所には杉田杯(現

精神・神経センターの総長である杉田秀夫先生が

研究所長時代に設立された)と称する各部対抗の

ソフトボール大会がありますが、これもうちの部

にとっては重要な行事といえます。というのは、

これには部長をはじめ皆けっこう力を入れて取り

組んできたからです。これまでの成績をみても、

例年上位には必ず顔を出していますし、 3回ほど

優勝の経験もあります。その主力といえば、実は

13 

ピッヂャーであり 4番ノfッターの、我らが部長ざ

んなのです。打てば球が変形するほどの打力であ

り、この先4番バッタ--iままだまだ安泰だと思わ

れます。ただ、昨年はどういう訳かはじめて一回

戦で敗退してしまいました。当然のようにこのこ

とはだれも話題にしません。とはいえ、今年こそ

は、と新たな挑戦を楽しみにしているところです。

神経センターの代謝研究部にはこんな人たちが

いて、そんな研究をしているんだなということが

少しはおわかりになりましたか。近くにおいでの

際は気軽に立ち寄っていただきたいと思います。
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新潟大学医学部薬理学教室紹介

新潟市の中心街にほど近く、海に近い高台に広

がる新潟大学旭町キャンパスには、医学部をはじ

め、脳研究所、歯学部、医療短期大学部がありま

す。私たちの教室は附属病院の建物と平行に並ぶ、

クラシックな研究棟の3階にあり、第一生化学教

室に隣接しています。新潟市は信濃川河口に位置

し、圏内でも有数の広さをもっ新潟平野にあるた

めに、起伏もほとんどなく平坦で変化に乏しく感

じますが、街を一歩出れば地平線まで続くかと思

われる田園の広がりに圧倒され、米どころ新潟を

実感することになります。新潟といえば多くの人

が雪を連想するようですが、新潟市そのものは佐

渡ヶ島の影に隠れているためか、比較的温暖であ

り、市内に雪が積もることはおそらく皆さんが想

像されるよりずっと少なく、暮らしやすい町では

ないかと思っております。

さて、最初に教室員を紹介いたします。現在の

スタッフは樋口宗史教授、仲i宰幹雄助教授、吉田

豊講師、桜井 浩技官、三富明夫技官、荒川英子

技術補であり、このメンバーに大学院生として藤

田 聡、渡辺資夫君と中国ハルピン医科大学出身

の馬 欣さんを加えて、総勢9人です。樋口教授

は昨年10月に大阪大学医学部第一薬理学教室から

赴任されたばかりです。赴任後、教室員の移動が

あり、河田登美枝前助手は本学附属病院薬剤部の

助教授として、また石橋隆治前助手は金沢医科大

学薬理学教室の助教授として赴任されました。現

在の人数は9人で少ないですが、新しい分子神経

薬理のラボが設営中であり、近いうちに教官の数

は増えると思っています。

研究の内容を紹介します。前述のように、樋口

教授は赴任されたばかりであり、着任以来、分子

吉田 豊

生物学的手法を用いた分子神経薬理学の実験室の

整備という事業に取り組んでおられ、まだ設営段

階で本格的な研究はこれからということになりま

す。これから新しい分子神経薬理学を専攻しよう

という、若い大学院生、研究生の参加を切望され

ております。樋口教授の専門は神経系の分子薬理

ですが、他の教室員は今井前教授が循環器薬理を

専門とされていたこともあり、循環器薬理の研究

も続けております。ちょうどよい機会ですので、

樋口教授の略歴についても併せて紹介させて頂く

ことにします。

樋口教授は昭和52年に大阪大学医学部を卒業し、

同内科学第一教室に入局後、 54年に同大学院(薬

理学第一教室、吉田 博教授)に入学しています。

昭和56年には同講康の助手となり、その後、講師、

助教授を歴任しています。その問、昭和59年から

1年間を米国国立精神衛生研究所の巳コスタ教授

の下で研究し、続く昭和62年までの2年間を米国

国立衛生研究所のM.ニーレンパーグ教授の下で研

究しています。一貫して生化学的な神経薬理学で

あり、アセチルコリン受容体のシグナル伝達機構

や分解・代謝回転など、神経系の薬物や環境に対

する適応現象の受容体レベルでの解析、ニューロ

ペプチドY(NPY)やエンケフアリンなどの神経ペ

プチドの薬理、生合成、前駆体のクローニング、

NPYを中心とした神経ペプチド遺伝子発現調節機

構の解析を行っておられます。最近は、 NPY遺伝

子発現に関与する転写活性化領域を決定し、新し

い転写因子の発見するなど独創的な成果を上げら

れています。

仲i宰助教授と筆者(吉田)は血管平滑筋弛緩に

主要な働きをしているサイクリックGMPのシグナ
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ル伝達系について、薬理学的、生

理学的手法と生化学的手法を組み

合わせて解析する研究を行ってき

ました。狭心症治療薬であるニト

ログリセリンが一酸化窒素 (NO)

を遊離し、 NOが可溶性グアニレー

ト・サイクレースを活性化してサ

イクリックGMP濃度を上昇させて

血管を弛緩することから着手した

研究です。その後、血管内度由来

弛緩因子 (EDFR) がNOであるこ

とが同定され、 NOが血管平滑筋だ

けではなく、神経系を含めた多く

の組織で生理活性物質として機能

していることが明らかにされたこ

前列左より 渡辺、種村、石橋、樋口、河田
後列左より 藤田、松田、馬、三宮、仲沢、荒川、吉田、桜井

とから、広くNO-サイクリックGMPのシグナル伝

達系の研究として発展してきたものです。

樋口教授を迎え、また新しい研究者の参加を得

て、新潟大学医学部薬理学教室は神経薬理学の教

室に大きく変わろうとしています。しかし、神経

薬理学の分野は幅広く、循環器薬理・平滑筋薬理

も含まれます。幸い、その専門の教室員も居りま

すので、すそ野の広い研究ができるのではと考え

ています。私達は科学する楽しさを失わず、薬理

学を通じて医学および、生物学の基本的な問題に

slow and steadyに答えていこうと考えております。

このような新潟大学医学部薬理の新しい分子神経

薬理学のラボ作りに参加される人を望んで、おりま

す。また、会員皆様のご指導、ご支援をお願い申

し上げます。
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神経伝達物質放出におけるシナプス小胞の

プライミングとNSF/SNAPの細胞内機能

はじめに

脳内に張り巡らされている神経回路は、無数の

ニューロンがシナプス結合を形成し構成されてい

る。シナプスの多くは、神経伝達物質の放出によ

り情報伝達が行われる化学シナプスである。神経

伝達物質は神経終末のシナプス小胞に蓄えられて

おり、開口放出によりシナプス間隙へと遊離する。

この数年の間にシナプス小胞の開口放出に関与し

ていると考えられるタンパク質が数多く同定され、

これらのタンパク質の多くがinvitroにおいて相互

作用することが明らかにされてきた11。現在、これ

らのタンパク質問士の会合と解離が連続的に起こ

ることによって、シナプス小胞がシナプス膜に接

合し融合すると考えられている 1，2，3)。しかし、これ

らのモデルはあくまでリコンビナントタンパク質

や界面活性剤を含んだ溶液中でのタンパク質の生

化学的性状をもとにしたものであり、そういった

タンパク質問相互作用が細胞内で実際に生じてい

るかどうかはほとんど明らかにされていない。本

稿では、現在までに同定されているタンパク質の

中でも、その構造と機能の相関関係の研究が進ん

でいるN-エチルマレイミド感受性融合タンパク質

とその結合タンパク質に焦点を当て、小胞の開口

放出におけるプライミングと呼ばれる過程の分子

機構について現在までの知見をまとめてみたい。

神経伝達物質の開口放出のモデル系

神経終末は非常に小さく、直接神経由来の材料

を用いてシナプス小胞の開口放出を生化学的に解

西木禎一

(三菱化学生命科学研究所)

析することには多くの困難がともなう。したがっ

て古くから、関口放出の生化学的解析において副

腎髄質クロマフイン細胞が多くの研究者に用いら

れてきた。副腎髄質は発生の過程で神経提に由来

し、発生学的に末梢神経細胞と起源、が同じである。

クロマフイン細胞は神経伝達物質のひとつである

カテコールアミンを合成・貯蔵し、脱分極刺激に

応答してCa'十依存性の開口放出により細胞外に分

泌する。この細胞を界面活性剤ジギトニンなどで

穏和に処理すると、カテコールアミンの放出能を

保持したまま細胞膜の透過性を高めることができ

る。このような細胞では細胞外液の組成を変化さ

せることにより、細胞内の環境を容易に変化させ

ることができ、外i夜中のCa'+濃度を数μM以上に

高めるだけでカテコールアミンの開口放出を惹き

起こすことができる。このような細胞膜高透過性

細胞を用いて詳細な解析が行われた結果、カテコ

ールアミンの開口放出過程においてCa'tによって

惹き起こされる膜融合過程の直前にMgATP依存性

の過程が存在することが明らかにされたへ

MgATP 温度感受性 Ca2+ 

A → B → プライミング状態 → 膜融合

すなわち、小胞はATPの加水分解を必要とする

素過程を経て、 Ca'+さえ流入すれば膜融合が起き

る状態に移行する。このMgATP依存性の過程はプ

ライミングとH乎ばれている O しかしなカfら、クロ

マフイン細胞においてカテコールアミンが貯蔵さ



れているのは分泌小胞 (secretoryvesicle) と呼ば

れる直径約300nmの大型の細胞内小器官で、ある

(図1)。分泌小胞は電子顕微鏡下では電子密度の

高い小胞として観察され、形態学的にも生化学的

にも神経細胞のシナプス小胞とは大きく異なるこ

とが知られている(表1)。したがって、副腎髄質

クロマフイン細胞で得られたカテコールアミンの

開口放出についての知見を、そのまま神経細胞に

当てはめて良いかどうか議論されてきた。これに

A 

1 

B 

図1.神経終末(A)および分泌細胞(8)における分溢器官

1.シナプス小胞、 2.大型有芯小胞、 3.分泌
小胞、 4.シナプス小胞様小胞(文献5より改変)。
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対して、同じく神経伝達物質の関口放出のモデル

としてよく用いられているラット副腎髄質褐色細

胞腫由来のPC12細胞は、カテコールアミンの他に

アセチルコリンを合成し、分泌小胞とは異なるシ

ナプス小胞様の小胞 (synaptic-likemicrovesicle) 

に貯蔵し、 Ca2+依存性の関口放出により分泌、する

(図 1)九シナプス小胞様小胞は、様々な点で分

泌小胞よりもむしろシナプス小胞に似ている(表

1) 0 PC12細胞から外液中に放出されたアセチル

コリンとカテコールアミンを高速液体クロマトグ

ラフィーと電気化学検出器を用いて測定すること

により、ある刺激に対して同じ細胞から放出され

た両伝達物質を同時に解析することができる O こ

れを利用して、 2種類の小胞の開口放出を比較し

たところ、シナプス小胞様小胞の関口放出におい

てもMgATP依存'性のプライミング過程が存在するI

ことが明らかとなったへこれらの結果は、神経細

胞におけるシナプス小胞の開口放出においてもプ

ライミング過程が存在する可能性を示唆している。

NSFの構造と機能

クロマフイン細胞やPC12細胞において、小胞の

開口放出のプライミング過程に関与している分子

表 1.神経終末および分泌細胞に含まれる小臨の比較

神経終末 分泌細胞

シナプス小胞 大型有芯小胞 分泌小胞 シナプス小胞様小胞

大きさ 40-60nm >60nm 280::!:: 135nm 40-60nm 

電子顕微鏡像 半透明 有芯 有芯 半透明

含有伝達物質 アセチルコリン ペプチド カテコールアミン アセチルコリン

カテコールアミン ペプチド (PCl2細胞)

グルタミン酸 グルタミン酸

GABA (勝臓グ細胞)

構成膜タンパク質

シナプシン 有 鉦 生正 有

シナプトフィジン 有 鉦 無 有

シナプトタグミン 有 有 有 有
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がいくつか同定されている。そのなかで神経細胞

において伝達物質の放出に関与していることが明

らかにされているひとつが、 N‘エチルマレイミド

感受性融合タンパク質[lY-ethylmaleimide~ensitive

fusion protein (NSF)]である。 NSFは、もともと

チャイニーズハムスター卵巣由来CHO細胞のゴル

ジ層板間輸送に必須な因子として発見された。そ

の後、 NSFがゴルジ体でばかりでなく、種を越え

て細胞内の小胞輸送において広く働いていること

は、そのcONAがクローニングされると同時に明

らかとなった九すなわち、その遺伝子産物が酵母

から晴乳動物にまで保存されていること、さらに

酵母のホモログの機能が欠失すると細胞内小胞輸

送に異常をきたすことなどである。

NSFは約76kOaのサブユニットから構成されるホ

モオリゴマータンパク質で、はじめ4量体と考え

られていたが8)、化学架橋実験や沈降平衡法の成績

から現在では3量体を形成するとされている九イ

ムノブロッテイングの成績から、ラット生体内に

おいて脳と副腎髄質に多く発現していることが明

らかにされている刷。小脳においてNSFは、分子層

および頼粒細胞層といったシナプスが多く形成さ

れている領域に存在するヘ NSFの分子構造はアミ

ノ末端側より、 Nドメイン、 01ドメイン、 02ドメ

インから構成されている(図 2) 11)0 01ドメイン

と02ドメインには、 ATPがそれぞれ低親和性

(Kd = 15-20μM)および高親和性 (Kd=30-40nM)

に結合することが明らかにされている 12)0 01ドメ

インのATPの結合と加水分解に重要な役割を果た

752 

図2.NSFのドメイン構造
黒太線はヌクレトチド結合のコンセンサス配列の
位置を示す。

している266番目のリジンと329番目のグルタミン

酸をそれぞれアラニンおよびグルタミンに置換し

た変異タンパク質は、ともに小胞輸送活性を持た

ないことから、 01ドメインによるATPの加水分解

がNSFの細胞内機能発現に重要であることが示さ

れている針。一方02ドメインへのATPの結合は、サ

ブユニットの立体構造の保持やサブユニット同士

の会合に関与すると考えられているヘ

SNAPの構造と機能

NSFは細胞膜との結合に可溶性NSF結合タンパク

質 [~oluble!iSF ~ttachment 2rotein (SNAP)] を必
要とする l九晴乳動物においては少なくとも 3つ

の異なるSNAPのアイソフォーム α(35kOa)、グ

(36kOa)、y(39kOa)が存在している 14)。β-SNAP

は、 α-SNAPとアミノ酸レベルで83%と非常に相

同性が高いのに対し、 y-SNAPは25%とかなり異

なった一次構造を持つ1510 a -SNAPとy-SNAPの

mRNAは生体内に普遍的に発現しているのに対し、

β-SNAPのmRNAは脳に特異的に発現していること

がノーザンプロッテイング法により示されているお)。

最近私たちは a-SNAPとs-SNAPにそれぞれ特異的

な抗体を作成し、ラット小脳において少なくとも

s-SNAPはシナプスが多い領域に存在し、 NSFの分

布と一致することを見いだしている(未発表)0 3 

つのアイソフォームはそれぞれ単独でNSFと共役

して小胞輸送活性を発揮することができる 14)。さ

らに y-SNAPは、 α-SNAPの小胞輸送における機能

を克進する働きをもっていると考えられている問。

NSFの膜への結合にはSNAPが必要であるにもか

かわらず、両タンパク質は溶液中では直接結合し

ない。 3種類のSNAPは、プラスチックの固棺に吸

着させるとすべてNSFと結合することが知られて

いる 14)0 a -SNAPのC末端45残基を欠損させると

NSFとの結合能は失われるが、 N末端120残基を欠

損しでもNSFと結合できることから、 SNAP分子上

のC末端側にNSF結合部位が存在すると考えられる附。



一方、 NSF分子上の α-SNAP結合部位は、 Nドメイ

ン中に存在するヘ NSFのもつATP加水分解酵素活

性自身は非常に弱い11)。しかしながら、 SNAPと相

互作用することにより、 NSFのATPに対するKm値

が約1/100に減少し酵素活性が増強されることが知

られているヘこのNSFのATP分解酵素活性の増強

には、種およびアイソフォーム聞を越えて保存さ

れているSNAPのC末端から 2残基目のロイシンが

重要であることがアミノ酸置換した点変異タンパ

ク質を用いた実験により示されている附。さらに、

この点変異SNAPの細胞膜高透過性細胞からの分泌

に対する影響を調べたところ、 SNAPによるNSFの

ATP加水分解酵素活性の増強が開口放出に重要で

あることが示唆されている 18)0 in vitroにおいて a-

SNAPはcAMP依存性キナーゼによってリン酸化さ

れるがlペ細胞内において基質となるかどうかに

つてはまだ検証されていない。

SNAP受容体

NSFとSNAPは推定一次構造上、細胞膜貫通領域

をもたないが、表在性膜タンパク質の性状を示す附)O

NSFの細胞膜への結合はSNAP存在下でのみ観察さ

れ、細胞膜上に存在するSNAP受容体 [SNAP旦-

ceptor (SNARE)]に結合したSNAPを介してNSF

が結合すると考えられているlヘ前項でふれた困

層に吸着させたSNAPへのNSFの結合は、これを模

倣しているのではないかと思われる。 1251標識a-

SNAPのゴルジ膜への結合実験において、過剰量の

未標識s-SNAP存在下では措抗阻害が観察される

がr-SNAPではみられないことから、 r-SNAPの結

合部位は。/s-SNAPとは異なると考えられている211。

α-SNAPに対するSNAREは、架橋実験の結果より

分子量約30，000-40，000と推定された刊。その後、ウ

シの脳からSNAREと考えられるタンパク質が精製

され、シンタキシン1(35kDa)、SNAP-25(25kDa)、

VAMP-2 (I8kDa)の3種類のシナプス膜タンパク

質であることが同定された2ヘこれら 3つのタン

19 

パク質は、いずれも神経伝達物質の遊離を阻害す

る破傷風毒素やボツリヌス神経毒素の細胞内標的

タンパク質であり、シナプス小胞の関口放出にお

いて重要な役割を果たしていることが明らかにさ

れている釦。

リコンビナントタンパク質を用いたinvitro結合

実験において、 α/s -SNAPはシンタキシン、

SNAP-25とそれぞれ 1 1のモル比で、そのヘテ

ロ2量体とは I分子の複合体に対して 2分子が結

合することが示された24)0 VAMP-2はSNAREとして

同定されたが、それ自身はSNAPに対する結合能は

もっていない。しかし、 VAMP-2カfシンタキシン-

SNAP-25複合体に結合しヘテロ 3量体を形成する

と、新たなSNAP結合部位が形成され、複合体l分

子に対して 3分子のSNAPが結合する。このような

in vitroで、調べられたSNAPと3種類のSNAREの相互

作用が、細胞内においてどのような生理的意義を

持つのかについてはいまだ明らかではない。 r-

SNAP結合部位は、 α/s-SNAPに対するSNARE分子

上の別の領域に存在するか、あるいはそれと複合

体を形成する別のタンパク質上に存在する可能性

が示唆されているが21)、r-SNAP自身はシンタキシ

ン、 SNAP-25、VAMPのいずれとも結合しない凶。

最近、酵母の液胞やマクロファージのエンドソー

ムにおいて、 NSFはSNAPが存在しなくても、 SNAP

はSNAREが存在しなくても細胞膜の別のタンパク

質を介して膜に結合する可官町生が報告されている日)。

またゴルジ体においてはMgATPの添加によって膜

に結合しているNSFは膜から遊離するが、シナプ

ス小胞上のNSFはMgATP処理によっても膜から解

離しないことから膜への結合様式が異なると考え

られているlヘこのように、 NSFおよびSNAPの膜

への結合様式については、必ずしもまだ明確には

されていない問題が残されている。

NSF/SNAPと神経伝達物質放出

NSFが細胞内小胞輸送ばかりでなく神経伝達物
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質の放出においても重要な働きをしていることは、

ショウジョウパエのホモログの遺伝子が単離され

るとともに明らかとなった。 20年以上前に発見さ

れていたショウジョウパエの温度感受性変異体cか

matoseは神経麻療を呈するが、実はその原因は

NSFのDIドメインに生じた点突然変異であった27)。

一方SNAPが、関口放出において重要な働きをして

いることは、副腎髄質クロマブイン細胞で最初に

示された。細胞膜を高透過性にした細胞にSNAPを

導入すると、すべてのアイソフォームによってカ

テコールアミン放出のMgATP依存'性のプライミン

グ過程が増強される加ヘ NSFのATP加水分解活性

の増強効果を持たないSNAPの点変異タンパク質で

はこの効果が観察されれないことなどから、 NSF

とSNAPが小胞のプライミング過程において重要な

役割を担っていることが示唆されたlヘまた、 Au-

gustineとBetzらのグループは、イカの巨大軸索に

SNAPあるいはNSFの部分ペプチドを注入して、両

タンパク質が神経伝達物質の放出の速度の制御に

関与していることを示している31制。

プライミングとドッキング

前述したように、プライミングは細胞膜の透過

性を高めた細胞を用いた生化学的な解析から発見

された現象である。一方、神経終末の形態学的な

解析においては、小胞膜とシナプス膜が接合して

いるいわゆるドッキングという状態が古くから知

られている。ここで議論の対象となるのが、小胞

の開口放出過程においてプライミングが先かドッ

キングが先かという問題である。細胞膜高透過性

細胞系ではプライミングがドッキングの前に起こ

るのか、あるいはドッキングそのものなのか、膜

融合直前に起こるのかについては区別していない。

また、ゴルジ体内輸送の再構成系においては、送

り手の膜から出芽した輸送小胞の脱コートより後

にNSFが必要で、ドッキングの前か後か、膜融合

そのものに必要かどうかについては検討していな

い。しかしながらこれまで、小胞がシナプス膜に

ドッキングした後、プライミングが起きると推定

されてきた。その理由のひとつは、 5年前に提唱

されたSNARE仮説にある制。 3種類のSNAREのう

ち、シンタキシンとSNAP-25はシナプス膜上に、

VAMP-2はシナプス小胞膜上に局在するとその当時

考えられていた。 Rothmanらはvesicle側のSNARE

をv-SNARE、largetmembrane側のSNAREをt-SNARE

とそれぞれ称し、小胞の膜へのドッキングはt-

SNAREとv-SNAREの特異的な結合により担われて

いると主張した。ドッキングにともない小胞とシ

ナプス膜の間に形成されたtlv-SNARE複合体に

SNAPが結合し、さらにNSFが細胞質から細胞膜へ

移行するとATPが加水分解されプライミングが進

行する。つまりSNARE仮説においては、 SNAPと

NSFが膜へ結合しその機能を発揮するためには、

それに先だ‘って小胞が標的膜へドッキングし、 t/v-

SNARE複合体が形成される必要があると考えられ

たのである。しかしその後、シンタキシンおよび

SNAP-25はシナプス膜に局在しているわけではな

く小胞膜にも存在していることが報告がされてい

る制九また前述したように、 t-SNAREであるシン

タキシンおよびSNAP-25には、それぞれ単独でも

ヘテロ 2量体でもSNAPが結合できる。したがって、

もし細胞内においてSNAPが小胞膜上のSNARE複合

体に結合しているか、あるいはSNARE複合体では

なく t-SNAREを介して膜に結合しているのであれ

ば、 NSF.SNAPによるプライミングがドッキング

より前で起きたとしても矛盾はない。現在までの

ところ、 SNAPの膜への結合部位が、小胞とシナプ

ス膜の間で形成されたSNARE3量体であることを

裏付ける証拠はない。

最近、 WicknerらのグループがNSFおよびSNAP

の作用点について興味深い報告をしている。彼ら

は、出芽酵母において娘細胞ができる際の液胞遺

伝を、単離した小型のi夜胞と細胞質成分および

ATPを生理的条件下で反応させることによりinvit-



roで、再構成することに成功した371。このinuitro系

の特徴のひとつは、融合させる液胞をあらかじめ

別々の試験管内で処理した後混和することでドッ

キングの過程を区別して観察できる点にある。彼

らは、この系を用いて液胞同士の融合反応につい

て詳細な実験を行い、興味深い報告をしている。

2種類の液胞を別々にMgATPと反応させると、そ

れぞれの膜からSNAPが遊離する。このMgATP依存

性のSNAPの遊離は抗NSF抗体で阻害される。さら

に、 SNAPが膜から遊離した液胞同士を混和しでも

融合が起きる。これらの結果から彼らは、 NSFと

SNAPは液胞同士のドッキングの前に働いておりド

ッキングそのものおよびドッキング以降の過程に

は関与していないと結論づけている担)。

プライミングの分子機構

プライミング過程の少なくともその一部が、

NSFとSNAPによるATPの加水分解反応によるもの

であるとすれば、それにともないどのような変化

が細胞内で生じているのであろうか。生化学的な

解析から推定されている変化のひとつは、 t-SNARE

に生じる構造変化である。シンタキシンは、

MgATP存在下においてNSF.SNAPの働きを受ける

とその立体構造が変化し、 SNAPと結合できなくな

ることがinuitroにおいて示されている 3九また、

細胞膜高透過性クロマフイン細胞においては、

MgATP処理するとSNAP-25のボツリヌス神経毒素

のタンパク質分解酵素活性に対する感受性が増大

し切断されやすくなることから、プライミングに

ともない細胞内でSNAP-25の構造変化が生じてい

ることが示されている 401。もうひとつの考えられ
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MgATP処理した細胞膜高透過性PC12細胞あるいは

クロマフィン細胞の可溶化物中において、 SNARE

複合体が解離していることが免疫沈降実験により

示されている山)。また、 MgATP処理した酵母液胞

からの可溶化物中でも、 t-SNAREとv-SNAREが解離

が起きていることが報告されている 2九これらの

SNAREの解離は、膜上で生じたt-SNAREの構造変化

による溶液中で、のv-SNAREとの結合親和性の低下

を反映している可能性も考えられ、実際に細胞膜

上で起きた複合体の解離を観察しているのかどう

か明らかではない。

Wicknerらが確立した同型液胞同士の融合系の

もうひとつの特徴は、これまで得られている酵母

の変異株や分子生物学的手法を用いることによっ

て目的のタンパク質を欠失した液胞を用意に調整

できることである O 彼:らは、 v-SNAREしかもって

いない液胞はt-SNAREしかもっていない液胞と融合

することができろこと、どちらのSNAREも持って

いない液胞は野生株の液胞と融合できないことか

ら、融合反応においてふたつ液胞の間にt/v-SNARE

複合体が形成されることが必須であると報告した

42)。さらに彼らは、 t-SNAREのみを含む液胞をNSF

抗体で前処理するとv-SNAREのみを含む液胞との

融合が阻害されたが、 v-SNAREのみを含む液胞の

方をNSF抗体で前処理しでも影響が見られなかっ

たことから、 NSFにより活性化されたt-SNAREのみ

が別の液胞上のv-SNAREと結合することができ、

両SNAREの会合によってドッキングが成立するこ

とを示唆した2九以上のような結果をもとに、小

胞の開口放出において次のような新しいモデルが

提唱されている(図 3) 4九 1)SNAPはt-SNARE

O 

る変化は、 SNARE複合体の解離で

ある O 界面活性剤を含んだ溶液中

において、 NSF/SNAP/SNAREから

なる巨大なタンパク質複合体は、

NSFによるATPの加水分解にともな JぷEvt正午34斗→
い解離することが知られている 22)

Target membrane 

図3.シナプス小胞の関口放出のモデル(文献43より一部改変)
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を介して膜に結合している。 2)NSFによるATPの

加水分解はSNAPの遊離とt-SNAREの活性化を引き

起こす。 3)SNARE複合体の形成によるドッキン

グ。 4)膜融合が起こる。酵母の同型液胞同士の

融合実験において得られた知見が、シナプス小胞

の開口放出に直接当てはめることができるかどう

かは慎重に考える必要があると思われるが、 NSF

およびSNAPの働きが種を越えたすべての小胞輸送

系で同じであると考えるならば、非常に興味深い。

今後の課題

最初に提唱されたSNARE仮説そのものでは、小

胞の関口放出が説明できなくなってきているのは

事実である O しかし、この数年間の開口放出の研

究がSNARE仮説を議論の中心に置くことで飛躍的

な進展を遂げたのもまた事実である。今回は紙面

の都合上プライミングについての知見を紹介する

にとどまったが、シナプス小胞の開口放出機構の

分子レベルでの解明のためには他にも解決されな

ければならない問題が数多く残されている。神経

細胞以外において小胞のプライミングに関与して

いると考えられている他の因子 (phosphatidyli-

nositol transfer protein、type[ phosphatidylinositol-

4-phosphate 5・kinase、ミオシン軽鎖キナーゼ、

LMAlなど)が、シナプス小胞のプライミング過程

においても関与しているのかどうか。ドッキング

の分子機構は何なのか。低分子量GTP結合タンパ

ク質問bは何をしているのか。 Ca2+センサーが何で

あるのか。そして、膜融合はどのようにして起こ

るのか。今後、さまざまな分野の手法を駆使する

ことによって、さらに神経伝達物質の開口放出機

構の分子レベルでの理解が進むことを期待したい。
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日本神経化学会ホームページにアクセスを!

本学会のホームページを開設してからおよそ l年余が経過しましたO その間出来るだけ新しい情報を載せ

ようとスタッフが頑張っています。松山大会に際しては、大会をお世話下さった愛媛大学医学部第一生理学

教室で見事に作成された大会ホームページをリンクすることが出来ました。先日発行した機関誌「神経化学」

36巻4号の内容も既にホームページに掲載をしました。また、本年9月開催の日本神経化学会・日本神経科

学会合同大会の案内も掲載しています。どうぞご覧下さい。

前号 (36巻4号)で本学会ホームページへのアクセスを呼びかけましたところ、 4月3日現在までのアク

セス数は延べ1211件となり、 1月時点の867件から飛躍的に多くの会員にご覧頂くことが出来ました。今後

も掲載情報を更に充実したいと考えております。ホームページに掲載を希望される情報や記事をお持ちの方

は、遠慮なくご連絡下さい。ホームページは現在学術情報センターのwwwサーバにあるAcademicSociety 
Home Villageに転載を進めていますが、それまでは下記のアドレスでご覧になれます。アクセス数が増える

ことは、ホームページ作成にあたる者の喜びです。どうぞ一度アクセスして見て下さい。

アドレス:http://pweb.sophia.ac.jp/ ~ kumakura/jsn/ 

そ

ム

五

こ

、子、っ

レ
レ
ト
品

M
U

に
罰
一

斬
ジ
函
闘

い

判

。

「

面

白
u

f

i

l

l

ムホ

日本神経化学会会員Ij・細目。

Your ac回目 sequence

第40回日本神経化学会松山大会終了
(1997年iO月22R-24日)

(演題抄録の検索閲覧が可能です)

神経化学/Bulletin of the Japanese Society for 
Neurochemistry 

理事蚕議事録

評議員会・総蚕議事録

日本神経化学会役員

日示神電花学蚕萎員三芸名簿

日本福蚕花李会次期評議員候補

研究会公募情報・研究助成案内

事務局
〒113東京都文京区駒込5ー16-9
財団法人日本学会事務センター内
Tel.03-5814-5801 

1997年12月15日更新

• 
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千里ライフサイエンスシンポジウム

「感染症研究の現状と展望」

日 時平成10年7月3日(金)午前10時~午後5時

場 所千里ライフサイエンスセンターピル5階ライフホール

(地下鉄御堂筋線千里中央駅北口すぐ)

(大阪府豊中市新千里東町1-4-2)

主 催財団法人千里ライフサイエンス振興財団

協 賛株式会社千里ライフサイエンスセンター

コーディネータ

国立国際医療センター研究所所長 竹田美文

プログラム

1.はじめに

2.腸管出血性大腸菌の病原性

3.赤痢菌の上皮細胞感染と細胞高次機能

4.細胞内寄生菌のエスケープ機構と宿主免疫応答

5.粘膜細胞間イントラネットを応用したワクチン

6.腸管感染症の新しいワクチンの開発

7.ポリオウイルス感染を決定する生体機能

8.センダイウイルス (HVJ)の遺伝子操作系の確立と展開

9.プリオン病の分子病態

10.おわりに

参加費(講演要旨集含む)

会 員(大学、官公庁、主催・協賛団体会員) : 6，000円

非会員:8，000円

学生:3，000円

定員 200名

竹田美文

大阪大学微生物病研究所教授本田武司

東京大学医科学研究所教授笹川千尋

京都大学大学院医学研究科教授光山 正雄

大阪大学微生物病研究所教授清野 宏

国立国際医療センター研究所部長 山本達男

東京大学医科学研究所教授野本明男

東京大学医科学研究所教授永井美之

東北大学大学院医学研究科教授北本哲之

竹田美文

参加申込方法 l氏名 2勤務先、所属、役職名、所在地、〒、電話番号を明記の上、郵便またはFAXで下

記宛お申し込み下さい。参加費は申込後に住友銀行千里中央支庖普通預金NO.128278財団法人千里ライ

フサイエンス振興財団口座宛お振込下さい。なお振込の際、振込者名の前にS8とご記入下さい。ご送金

確認次第、領収書兼参加証を送付致します。

申込先

(賊千里ライフサイエンス振興財団シンポジウム係

干565・∞82 大阪府豊中市新千里東町1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル 8階

TEL. (06) 873-2001， FAX. (06) 873-2002 

担当:田中晃





編集担当よりお詫び‘

36巻4号の目次に誤りがあり、下記の目次が欠落いたしました。

学会を主催して

第40回日本神経化学会松山大会を主催して 大会長片岡喜由

ご寄稿を頂いた第40回会長片岡喜由先生には、大変申し訳ないことを致しました。この場を借りてお詫び

を申し上げます。

熊倉鴻之助

編集後記

学会誌「神経化学J37巻 I号をお届けします。本号は1998年度の第 l号です。

1998年9月に開催される第41回日本神経化学会・第21回神経科学学会合同大会の準備も順調に進んで、シ

ンポジウム・ミニシンポジウムのタイトルも決定されましたので、本号には案内を再度掲載いたしました。

申込期限まで時聞がありますので宿泊案内も再掲載しました。ご活用下さい。この合同大会は初めての試み

であり、本学会の今後の展望に大きな意味を持つと思われます。是非多くの会員がご参加下さい。また、合

同大会のあり方など学会の運営について、様々なご意見があると思いますが、本誌が会員間の活発な意見交

換の場となれたらよいと願っております。本号は前号の発行から間もないために記事が少なくなっておりま

すが、本誌の紙面構成は多様な記事に対応できます。会員各位からの積極的なご寄稿をお待ちします。また、

本誌ならびにホームページの編集に関するご意見やご提案がありましたら、同じく是非編集委員までお知ら

せ下さい。会員各位の協力を得て、誌面を充実させていきたいと考えています。

(文責:熊倉鴻之助)
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